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食育のふるさと阪谷をよくする会 

１ 基本データ 

○地区名  阪谷地区 

○地区人口 １，３９０人（H30.1.1 現在） 

○世帯数  ４５２世帯 

○面積   約３１．２㎢ 

 阪谷地区は大野市の北東部、白山山系の経ヶ

岳の麓に位置し、西は九頭竜川を挟んで富田地

区、北は勝山市、東は五箇地区に接している。 

 集落は１８。昭和２９年の町村合併により、

阪谷村が大野市となる。 

 標高２５０ｍ～５００ｍの中山間地域で、大

野市の中でも雪が多い地区で、面積の３分の２

は山林であり、農地は圃場整備が進み広大な棚

田となっている。 

 六呂師高原には、広さ２２０ヘクタールの奥

越高原牧場、自然保護センター、青少年自然の

家等の県の施設やミルク工房奥越前等の市の

施設を有する。 

○実施主体 食育のふるさと阪谷をよくする会 

 

２ 現状と課題 

■人口減少  

阪谷地区の人口は、最近４年の状況をみると

年間約４０人ずつ減少している。 地区の高齢

化率は大野市平均を上回っており、自然減少は

ここしばらく高い割合で続いていくと思われ

る。 そのような中、人口減少による地域力(ヒ

ト・モノ・カネ)の低下を補う手段として、地

域内へ人を呼び込み、交流入口を増やすことが、

地域力回復のキーワードになってくると思わ

れる。 

■交流人口が増大する可能性 

六呂師スキー場跡地の整理がついた事を契

機に、平成２７年１０月に県、市、関係団体等

で構成される六日師高原活性化推進協議会が

発足し、六呂師高原の再開発に向けて動き出し、

平成２８年度から県、市によるハード・ソフト

両面による整備が行われることとなった。県は、

平成２９年の六呂師全体の入込目標を平成２

６年の１１万６千人から約７万人多い１８万

人と設定している。 また、中部縦貫自動車道

永平寺大野道賂が平成２８年度中に開通し、大

野油坂道路も８年後に開通する見込みとなっ

ている。また、道の駅 「(仮称)結の故郷」の

整備を平成３２年度の供用を目標に進められ

ることとなっている。 

さらに、平成３０年度に開催される福井しあ

わせ元気国体では、自転車ロードレースのコー

スの大半が阪谷地区を通ることとなっており、

観戦者や応援者が多数阪谷地区を訪れること

が予想される。これらのことを交流入口の拡大

と地域力の回復につなげるチャンスと捉える。 

■点在する観光施設の連携 

六呂師高原を抱える風光明婦な当地区内に

は、「六呂師高原スキーパーク」 、農業体験や

そばうち体験ができる「スターランドさかだに」

をはじめ、「ミルク工房奥越前」 、「福井県自

然保護センター」等多くの体験施設、観光施設

が立地している。この施設を結び付けたエコツ

ーリズムが地区の活性化のキーポイントにな

ってくると思われる。 

そのためには、地区内各施設の連携と外部の

人との交流に対する意識の啓発と魅力的な体

験プログラムの開発が必要である。 

 ■課題 

このような交流人口が増大する可能性と恵

まれた立地条件を生かすためにも、安心安全な

「有機の里」として他地区との差別化が重要で

あり、いかに交流入口を増やす仕組みをつくる

か、また地区住民の「おもてなし」の意識をど

のように醸成していくかが今後の課題である。 

 

３ 事業の内容 

【交流人口の拡大による地域活性化を図る。】 

【「食と農と文化の里づくり」で地域活性化を

図る。】 

【さまざまな事業を通して、地域の人材育成と

ふるさと意識の醸成による地域力の向上を

図る。】 

を基本目標とし、①雪まつりの開催、②収穫

体験ツアー実施による情報発信、③農産物の加

工品開発と販路拡大、④食育の祖ゆかりの地と

して食育の推進と啓発活動、⑤陶芸の魅力づく
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農作物、陶芸文化のさらなる定着を阪谷地区全

体の活性化に繋げ、また、様々な事業を通して

地域リーダーを増やすことと阪谷をもっと好

きになってくれる人を増やしたいという目標

で、様々な事業を実施してきた。 

具体的な事業としては、①雪まつりの開催、②

収穫体験ツアー実施による情報発信、③農産物

の加工品開発と販路拡大、④食育の祖ゆかりの

地として食育の推進と啓発活動、⑤陶芸の魅力

づくりを実施した。 

① まつりの開催 

冬期間に親子連れで気軽に楽しめるイベン

トを実施しようと、地元住民が主体的に立ち上

がり、何度も実行委員会や打ち合わせを重ねて、

この雪まつりをどのようなイベントにしたい

のかという根本的な議論から、細かいイベント

の企画、スタッフの配置などを議論してきた。 

 豪雪地域において、やっかいものの雪を観光

資源、地域資源ととらえ、地元の核となる施設

であるスターランドさかだにを活用して実施

でき、２日間で５００人近い来場者があり、イ

ベントの部、グルメの部ともに賑わい、多数の

交流人口の増加が図られた。 

 実行委員自らの協賛金募集活動、前日から行

った食事メニューの仕込みやすべり台のコー

ス整備、様々な部署のリーダーになった方のリ

ーダーシップが随所にみられ、地区民が主体的

にイベントを運営できたことにより、地域住民

同士の交流がさらに深まり、このことで地域力

の向上と地域の担い手となるリーダー育成に

つながったことが大きな収穫であった。さらに、

多数の来場者を笑顔でお迎えし、このイベント

を楽しんでもらおうという姿勢を持ったイベ

ント運営ができたことにより、地区住民のおも

てなしの意識の醸成に貢献できたことも大き

な成果である。  

②収穫体験ツアー実施による情報発信 

 本ツアーは、参加者少数の為、実施を断念し

たが、収穫体験、陶芸体験を新たに企画するこ

とができ、当地区において、収穫体験に協力い

ただける農家、陶芸体験に関われるスタッフを

掘り起こすことが出来たのは成果であった。 

③農産物の加工品開発と販路拡大 

 本事業には、さかだに特産工房が取り組んだ

が、昨年度本交付金を活用して栽培している雪

の下人参の商品化に成功でき、大変有意義な成

果となっている。 

また、本商品は、北陸自動車道北鯖江ＰＡ、ハ

ピリン福福館など市外に販路を設けることが

出来た事により、地区外への情報発信にもつな

がっている。 

④食育の祖ゆかりの地として食育の推進と啓

発活動 

 本事業では、阪谷地区とゆかりがある偉人で

ある、食育の祖「石塚左玄先生」の人となりを

知らしめるために、石塚左玄先生の訓えに基づ

いた料理教室を開催した。この料理教室には阪

谷産有機野菜を中心に使用しており、また、訓

えの実践により、阪谷地区の食と農の発信と食

育の重要性を広めることが出来た。 

⑤陶芸の魅力づくり 

阪谷地区における文化面での交流人口の拡

大を図る手段として、「陶芸の魅力づくり」を

キーワードに、越前おおの阪谷桃木窯グループ

と連携し、陶芸教室の実施を足掛かりに阪谷地

区における陶芸文化の広がりと交流人口の拡

大を図った。 

大型の窯に続いて、小型の窯も整備できたこ

とから、作陶から焼き上がりまでのサイクルの

短縮につなげられ、より一層手軽に陶芸体験が

実施できる体制づくりが出来たことにより、阪

谷小学校の総合活動授業にも作陶を取り入れ

てもらう事ができ、阪谷地区内で陶芸文化が確

実に広がっていることが実感できた。 

また、阪谷地区で採取された粘土での作陶も

成功し、阪谷産粘土でのメイドイン阪谷産焼き

物の製作も実現した。 
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５ 今後の展望 

 「雪まつりの開催」については、本イベント

の運営スタッフに、地区全住民の約１割近い人

数が従事したが、従事スタッフにも高齢化の波

が押し寄せてきているので、今後、このような

イベントに若い世代に出てもらえるか、いかに

世代交代を図るか、さらなる自主性を発揮して

もらえるか、これが地域イベントを存続してい

く上で大きな課題と感じた。 

 「収穫体験ツアーによる情報発信」において

は、企画、広報宣伝、集客、ツアー実施と商業

的な要素もある事から、企画から実施まで、関

わる人材または実施主体について再考が必要

かもしれない。 

 「農産物の加工品開発と販路拡大」において

は、特産工房が前年に商品化した「乾燥野菜」

シリーズに引き続き、雪の下人参ジャムの商品

化に成功した。今後も本事業を活用し、地元農

産物等を活用した商品開発に取り組んでもら

い、阪谷地区の産業の創造と地域活性化に繋げ、

このことで有機の里阪谷の農作物がブランド

化することで、さらに需要が高まり、農業所得

が少しでも高まることを期待したい。また、今

後も、引き続き商談会や各種イベント、物産展

に積極的に参加し、ブランド化を推し進める後

押しをしたい。 

「食育活動の推進」においては、食育の祖「石

塚左玄」ゆかりの地として、地域や学校、関連

団体と連携しながら、阪谷で採れた食材を味わ

えることの喜びや食育の重要性などを広く伝

えていきたい。 

 「陶芸の魅力づくり」においては、拠点施設

が整備されたの契機に、陶芸作りが観光体験プ

ログラムの１つとして実施できるよう、さらに

関係者と協議していきたい。 


